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l. 「Uroselektan」J使用例＝就テ 大阪帝大 和由 美稲
Kohlerハ「Uroselektan」ノ静脈内注射ニヨル Pyelographieノ撮影ニ際シ彼ノ創案ニナ
ル方法、帥チ Ureterkompressoriumデ輸尿管テ腸骨薦骨開節ノ部デ鹿迫シテ尿テ管帯セシ
メテ今迄ヨリ鮮明ナ Jレ Riintgenbildテ件ル事ニ成功シ 7 シタ。帥チ之レ迄ノ撮影法ニヨ
リ得タ ）~像テ B巴W巴gungsbild ト呼プ／ニ封シ、 Kohlerハ之レテ Entfaltungsbild ト命名
シテ居リ 7 スo
私ハ之 J Entfaltungsbild ア試 l.....シテ（即チ最近ノ入院患者10名）非常ニ鮮明ナ像テ得
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行セシニ第 2胸惟腰部ノ崩壊セ Jレ陰~＇~テ認メ、且「リピオドー Jレ」カ・該部ヨリ上ニ上昇シ得
サソレテ認メタリ。コノ所見ヨリシア上述ノ腫蕩が血行性ニ第2胸惟ニ特移シ以テコノ結果
テ招来セリトナスア以テ安首ナリトナスモノナリ。
遁 カ日 大阪帝大 中川 iE 美
20歳男子遺体的閥係既往症特記スベ、キモノナシ。
昭和5年12月末後頭部ニ鶏卵大ノ腫虜テ生ジ本年1月ヨリ複覗テ訴フ本年2月手術セ Jレニ硬












疑モ1!¥Ho 慌~~酎白々弱小、生来P11l孔本能テ有セズ、凡 ..1. ）レ方・法ヲ以テ営養ア試 t タ JレニJ旬
ラズ生後第5日目ニ死亡シタ。
局部ハ約鳩卵 21甚大ノ臆蕩テM恨日／I 同j頭ニ有シ、ソノ表耐ハ干j~ 々 i島潤、薄紅色半透明、
臨尿的ニ毘迫ニヨツテ頭務内トノ交通テ謹ス JL· コトハ Ht?~ ナカ ーツタ。臆蕩下部ニ穿スル陥
凹部ヨリ「プンデ」テ以テlif詫骨扶損テ知リ、岡部ヨリ「リピ才ドー Jレ」テ注入シ高度ノ脳内
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射ーノ iι デヤツテ居Jレ、「ワ Jレチカリヤ」等ニ封シテハ、殊夏ニ著効テ奏ス Jレ。
H1血ニ封シテモ非常ノ効果ガアル。「フイラリヤ」ノ蹄脱出血ニ庭用シテ1回ノ注射デ効テ



































2. 再生不能性貧血二割スJI-輸血 大阪帝大 後 藤 俊
（欠 席）
23. 温血糖J；創傷治癒機時＝及ボス影響z閲スル賓験的研究
附、簡易血糖測定的批判 京府大 角 田 英
（遁テ本誌、原著聞ニテ護支ノ議定）

















































明記 1 ：：~：~：：~皮膚 I ：·~：~~~組織及割 1;:1~~；1時Al左ん~11~~臨~！Ii~；~：奈良：（LI, ti1' 1Jl : 充血 i I I Iti'
？｜右｜吋詰E会g器；f主：I ~~~I？~fii~ 1.J I i U l1 1,I
」出I13. 浮陸7益午幻｜？？与t~！長：主占； I J I I 11 1 Iii 11 
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益事情騒照男］事問宮：獄j議｜ I I ,I』
Bl；在｜無前庭置｜鳩卵大乃至大鳩卵大、｜血動状出血緊3長、県丸 l6.12j101 :i1 
皮下ュ魁J伏溢血乃至充l制面、浸潤充血、 ！J!伏｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 
曲lo l出血。 I i I I ! 
12 
群「「扇了チフ｜ ｜ 「一一一寸
｜十｜スJヨク｜左皐ト大差ナタ炎症症｜脱ト大差ナタ炎症性じ…I, I , 
12頭｜但｜チゲン」｜状著明。 ！鐙化箸明。 ｜υυ＇I＇りl'iιi 
｜ ｜注射 ｜ ｜ ｜ ； ｜ ｜ 
｜十 ・12
c I I ｜断腸脹熱感、的性｜皮下組織。棚、充弘 tI ｜硬度、歴辿過敏、大サ l乃至里峨出血、感丸被
U 左｜無蹴置｜小乃至大鳩卵大皮下｜膜、充血、小出血勤、 16州 511 ~ I I ｜充血乃至溢血。、 ｜緊張宰丸割面、浸潤、. I I i 1充血乃至動状出血。





会｜左 I6.80 I 4.90 I明均 6.00l右 I5.10 I 3.40 I同
Bl左トムト70ト2頭平均 6.12 c 5.60 I 6頭平均 6.08 
群｜右I6.40 I 4.30 I同 5.91 群 5.50 I同 6.10 
皐丸／；平均重量テ最少ノモノヨリ順究ニ列島降スレパ
A群右皐丸 （右下崎「ヨクチゲン」前庭置）
左無前庭置 4.48瓦 （~症ナキモノ日軽キモノ 3)
B群右同 （右左腸無「慮チ置アス」菌「コクチゲン」前庭置） 5.91瓦（炎症著シ）
A群左同 右下崎商「コタチゲン」前庭置 6.01'1: （炎症著シ）






























































指頭大ノ蕩骨テ含有ス JレモノアJレテ見テ、演者ハ同一ノ感テ抱ナルモノナリ n 甚ダ興味ア
Jレ事二思ヒ一言追加セシヨ大第ナリ。


















4) 「アクチ J tコーゼ」ノ庭置ト共成績 ~p~ 井君
5) 所謂噴門痘箪ノ治療 森岡君




1) E大ナル後腹膜臆蕩ノ一例 H誕 f良 f彦 一
患者ハ青木某ト日フ47歳ノ農夫。
遺侍的開係既往症ニハ特別ニ中上ゲJレコトハアリ 7 セン。今度ノ病気ハ、昨昭和5年4月
プロ偶然廻古腸部ニ難卵大ノ硬結ガアJレノニ気付キ 7 シタ。ガ何等ノ｜喧醗モナ fノデ普通
ニ働イテ居リ 7 シタ。 トコロガ今年ニナツテカラ‘共硬結ハ漸毛穴大キクナリグシ、 2ク月
程前カラハ、腹部日ニ見ヘテ膨i甫シ、患者自ラモ、腹腔内殊ニ共右半ガ何物カデ座迫サレ
テ居Jレヤクナ感ジテ布ス Jレヤクニナリ 7 シタ。以来全身ニ無力感ハ有リ 7 スガ、共外ニハ
特別ノ、殊ニ尿路方面ノ｜暗醗ハアリ 7 セン。コンナ訴ヘデ今年ノ 5月19日ニ入院シテ来7
シタ。
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ラ離レテ鰯レ、廻盲腸郎ニ於テハ、後方カラ前方ニ向フ鷲卵大ノ突起テ形成シ、コノトコ
ロハ甚グ硬クアリ 7 ス。腫蕩ノ中央部ハ柏々軟カク、前l腹壁ノ直下ニアルヤクニ感ゼラレ
7 ス。ソシテ共表面ハ多数ノ葉ヨリナツテ居JI.-如ク、起伏シテ居リ 7 ス。此ノ腫蕩ノ右脇
腹部ニア Fluktuation及ピ Undulationノ存在テ誼明致シ？シタ。
廻盲腸部ニ於Jレ腫蕩下端ニ手テ営テ深呼吸テ命ジマスト、吸時約 3糎下方ニ腫場ノ下Jレ
ノカー ヲカリ 7 ス。
打診シ 7 スト、腫蕩ノ上大部分ハ全ク濁音テ呈シ、唯僅カー内側縁近傍ハ鼓昔テ呈シ 7
ス。印、此ノ部ノ iニ、高Ii腹壁ト腫蕩トノ間ニ空気テ含布ス Jレ空隙ノアJレノガ明リ 7 ス。
























































本例ニ於テ、此ノ腫蕩ニ護現シタ Pseudoftu ktuation テ顕著ナ Fluktuation ト認識シタ
コトハ、首然トモ考ヘラレ？スガ、 Fluktuationガ明カデアルカラ、首然Undulationモアル
トノ翻念ノモトニ検査シ、之テ誼明シマシタ。然シ手術ノ結果、コノ Undulationハ私ノ
E昼 合 691 
錯魔ニ外ナラナ 1） デシタ。師、 UndulationJ；接現ニハ液瞳ガ寄在シ、共張力モ、飴リ大
デアツテハ4カヌ、叉此／液樫テ容レル腔ガ一定度大キクアリ且ソノ壁ハi骨平デナクレバ


















































最近唱へラ Jレ、所謂血液型ノ沿革ニ此イテ；＆ぺ要スノレニ血液型ナルモノ 0.A. B. AB，ノ
4 ~~ニ分類セラレ血液型ノ賞際的庭用トシテ人類事 tノ鑑別、法曹型的利用叉臨床瞥謬上
ノ臆用トシア輸血、皮府移値等ノ揚合、血液型ノ合致ヲ必要トス Jレコトテ述べ街血液型ニ
閥ス Jレ最近ノ内外文献例テ示シ叉氏ノ最近賞験セシ腫蕩細胞ノ血液型ノ特異性ニ就4テ1
10数例テ報告ス。最後ニ血液型ノ検査方法テ詳述シテ終ル。之レニ針シ岡本氏 Lアポテス
ト寸トハ如何ナ Jレモ／ナリヤノ ti問/1ズ。
s. 「ヱリトロメラルギー」患者Jレシトゲシ深部治療Z就4テ
東原昌英
18歳ノ 女デ「エリトロメラルギー」ー患者ノ腰部ニレントゲ・ン深部治療テ施スコト19回サ シ
モ頑岡ナル病欣殆ンド全快シ共後6ク月ニ及ピテ認メ得ペキ再護症欣ナカリシ治験例テ述
ヌ。
693 含撃
急性轟様突起炎J原授竃＝就4テ並ピ＝其J療法＝就4テ（宿題）
毒
「轟様突起炎ニ針シテ内fl瞥ハ之レテ所置シ而虞ニ之レテ治癒セシメ得Jレモノハ外科醤ノ
t也トハ誠ニ味フペキ言也」トノ先人ノ言テ引用シア外科醤ノ立揚テ明カーシ我園ニ於テ
ハ未ダ姑息的療法ノ：専ラ行ハル、テ慨嘆シ、衣テ晶様突起炎／原因問題ユツキ諸家ノ意見
テ紹介シ同氏ノ行ヒタル突e性畠様突起ノ細菌製自旬、組織撃的研究ノ結果、其ノ病原竃ガ「ラ
クヰ」ニ存在セリト主張セル三と豆之氏／説ニ一致セル旨テ説キタリ。弐デ氏ノ経験セル
多数ノ臨床例ニ依リ手術ハ早期ナルホド橡後良好ナルコトテ力説シ、従ツテ急性轟桜突起
利
??? ?
6. 
炎ニ針シテハ吾人欝師等ハ手術的療法テ徹底的ニ高唱セグJレ可カラザルコトテ主張セリ。
英）日s 原東（常任幹事最後二氏ノ貫験セシ組織的標本テ供覧ス。
第廿回目新潟鯨高田病院畢術談話曾
昭和六年六月二十日高田病院ニア開催セラレタリー
〉賀 題
良日哲? ???
??外我耳鼻咽喉科領域ニ於クル脚気
_TI: 額
?
内Lチフス寸菌保有者ニ就テ2. 
也疋山内しソラックス1燈ニ就テ3. 
:Lゐi口
孝
健
俊
村
?
喜善
石
特古島l生脆痘ノX線治療
Lピエロクラヒ－－，ニ就テ
4. 
5. 
